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小学校 399人、中学校 430人が入学しました。（令和５年４月７日現在）
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人とつ
ながる　豊かな心を育む　未来に

ひろがる　はむらの学び

御入学おめでとうございます。御入学おめでとうございます。

▲市公式サイト



 

【抱負】
　今年度も、生徒一人一人の心を大切に
して「信頼し合える学校」を創っていき
ます。生徒も教師も良いところを伸ばし
「みんなが輝く羽村二中」を目指します。
伝統を大切に、新たな羽村第二中学校の
未来を創造していきます。

【抱負】
　50周年を終え、次の100周年に向けた
スタートの1年として、地域を明るくし、
社会に貢献する二中生を育成していきま
す。

【抱負】
　３年間のコロナ禍で人間関係が希薄化
したと言われています。ウイズコロナの
時代となり、人と人とのコミュニケーシ
ョンを大切に、「誰にも優しい学校」、
「互いに認め合える学校」を目指して、
教育活動を進めていきます。

【抱負】
　一中生のひたむきに取り組むよさを生
かして、＜ふれあう・生きる・学ぶ＞喜
びにあふれる学校づくりをさらに進めて
まいります。

【抱負】
　全教職員一体となって柔軟且つ迅速に
教育活動を進め、全教育活動を通して、
本校の教育目標「よく考え、すすんで実
行する子」、本校の目指す学校像「今日
の学びに喜びを感じ、明日に期待を抱く
学校」の実現に努めてまいります。

【抱負】
　「今日の学びに喜びを感じ、明日に期
待を抱く学校」を実現し、全ての子供た
ちが安心して楽しく通える学校を作りま
す。

【抱負】
　今年度から羽村西小学校長として着任
いたしました刀禰俊明です。「元気いっ
ぱい　トライ＆エラーで　伸びていく」
を合言葉に、「はむら授業指針」に基づ
き、子供が学ぶ喜びと自信がもてる学校
を目指します。

【抱負】
　学校、家庭、地域と力を合わせて、安
心、安全な環境を整備し、子供たちの優
しさと笑顔があふれる学校をつくってい
きます。

【抱負】
　新たに始まる3学期制、きめ細やかな
評価を基に児童一人一人の学習意欲を高
め、学力向上に迫ります。単純にコロナ
前の教育活動に戻るのではなく、コロナ
禍での経験を生かした令和の学校づくり
に、教職員全員で努力してまいります。

【抱負】
　「凡事徹底（当たり前のことを人並み以
上にやる）」を合言葉に、教職員が心を
一つにして「学ぶ意欲あふれる楽しい学
校」を目指します。

【抱負】
　今年度から人権尊重教育推進校の指定
を受け、「教職員・家庭・地域・子供同
士みんなの力で誰一人取り残さない学
校」を目指します。教職員の同僚性を高
めながら、保護者の皆様との連携を深め、
地域の核となる学校を目指します。

【抱負】
　人権尊重教育に基づく指導を更に推進
し、学校・地域・保護者が協力して児童
が安心・安全に通える学校を築いてまい
ります。

【抱負】
　栄小学校は、今年度から、「どの子も
みんな自分の子、共に育てよう栄っ子」
を合言葉に、地域の方や保護者の皆様の
学校への参画を推進し、「社会総掛かり
で子供を育てる体制づくり」を行うコミ
ュニティ・スクールに取り組みます。

【抱負】
　今年度から、赴任いたしました。笑顔
で児童が過ごせるよう学校、家庭、地域
が一緒になって取り組んでいけるように
してまいります。

【抱負】
　今年度は、様々な方々のお力添えを得
ながら、新たな取組を推進してまいりま
す。これまでの松林小学校の良さをさら
に磨き上げる一年とし、子供たちや保護
者が「松林小学校で良かった」と思える
ような学校創りを行ってまいります。

【抱負】
　松林小学校の子供たちのために、教職
員一同、「TEAM松林」で教育活動を進
めてまいります。よろしくお願いします。

【抱負】
　昨年度、創立40周年を迎え、次の節目
への第一歩となる年です。「アフターコ
ロナの時代」の開拓者となる生徒の育成
を目指して、「主体性と創造性の伸長」
を重視し、誰にとっても「今日が楽しく
明日が待ち遠しい学校」を作っていきま
す。

【抱負】
　生徒が様々な事に挑戦し、将来に向け
努力できる三中を目指します。また安全
で楽しい学校づくりに全力で取り組みま
す。

【抱負】
　子供たちの笑顔、保護者・地域の方々
の笑顔、職員の笑顔があふれ、安心して
登校できる学校をつくります。今年も
「地域社会とつながる学びの探求サイク
ル」を推進し、これからの社会の担い手
である子供たちの育成に努めてまいりま
す。

【抱負】
 地域と保護者の皆様の御協力をいただき
ながら、子供たちのために何ができるか
を考え、行動していきます。よろしくお
願いします。

羽村市立 小・中 学校
「つなごう 育てよう

一緒に」

【羽村第一中学校】　

【小作台小学校】

【羽村東小学校】

【羽村西小学校】

【富士見小学校】

【栄小学校】 【松林小学校】

【羽村第二中学校】　

【武蔵野小学校】【羽村第三中学校】

【二中校区】 【一中校区】

【三中　　　　校区】

学校 紹介

 

副校長
金子　敏治

校長
清水　大史

副校長
阿南　健則

校長
三浦　利信

副校長
杉森　祥吾

校長
小林　錠

副校長
田口　陽子

校長
小山　夏樹

副校長
藤井　歩

校長
市川　晃司

副校長
山田　美佳

校長
吉岡　琢真

副校長
岡嶋　美保

校長
鳥居　夕子

副校長
原　泰介

校長
佐藤　敏数

副校長
川上　功一

校長
府金　博之

副校長
原田　勉

校長
刀禰　俊明
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。
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23%
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688,541千円

教育費当初
予算総額

小学校費

中学校費

幼稚園費

社会教育費

保健体育費

【問合せ】生涯学習総務課総務係（内線354）

教育費予算について令和5年度

◦
外
部
ポ
ー
ル
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
取
替
修
繕

◦�

館
銘
板
ス
ポ
ッ
ト
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
取
替

修
繕
等

　
…
２
，
２
８
７
千
円

ス
イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
屋
根
改
修
工
事

　

経
年
劣
化
に
よ
り
破
損
し
た
ス
イ
ミ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
２
階
フ
ロ
ア
の
屋
根

（
一
部
）の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
…
１
９
，
９
６
５
千
円

図
書
館

本
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス

　

図
書
館
分
室
機
能
代
替
サ
ー
ビ
ス
の

一
つ
と
し
て
、図
書
館
本
館
及
び
小
作

台
図
書
室
に
来
館
で
き
な
い
乳
幼
児

（
保
護
者
）や
高
齢
者
に
宅
配
サ
ー
ビ
ス

を
行
い
ま
す
。

　
…
８
６
７
千
円

郷
土
博
物
館

ま
い
ま
い
ず
井
戸
保
全
事
業

　

東
京
都
史
跡
「
ま
い
ま
い
ず
井
戸
」

の
保
全
の
た
め
、
東
京
都
文
化
財
保
存

事
業
費
補
助
金
を
活
用
し
、
高
木
剪
定

等
を
実
施
し
ま
す
。

　
…
７
１
３
千
円

4はむらの教育　5.5.1



羽
村
市
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
条
例
を
制
定
し
ま
し
た

【
問
合
せ
】
学
校
教
育
課
指
導
係
（
内
線
376
）

�
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【
問
合
せ
】

　
　
　
生
涯
学
習
推
進
課（
ゆ
と
ろ
ぎ
内
）

　
　
　
☎
５
７
０-

０
７
０
７

プ
リ
モ
ホ
ー
ル 

ゆ
と
ろ
ぎ
か
ら

第
76
回
羽
村
ゆ
と
ろ
ぎ
寄
席

日�

時
…
6
月
17
日
㈯
午
後
２
時
～
（
午
後
１
時
30

分
開
場
）

会
場
…
ゆ
と
ろ
ぎ
小
ホ
ー
ル

出�

演
者
…
（
落
語
）桂
伸
都
、（
落
語
）春
風
亭
昇
輔
、

（
落
語
・
ゲ
ス
ト
）三
笑
亭
夢
太
朗
、（
奇
術
）瞳

ナ
ナ
、（
落
語
）三
笑
亭
夢
花

定
員
…
２
５
２
人（
全
席
指
定
）

チ�

ケ
ッ
ト
…
（
前
売
）大
人
１
，０
０
０
円
・
高
校

生
以
下
５
０
０
円
、（
当
日
）大
人
１
，２
０
０
円

公
演
チ
ケ
ッ
ト
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
販

売
し
て
い
ま
す
！

　

ゆ
と
ろ
ぎ
主
催
共
催
事
業
の
公
演
チ
ケ
ッ

ト
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
販
売
し
て
い
ま

す
。（
一
部
、窓
口
販
売
の
み
の
事
業
も
あ
り

ま
す
）

　

自
宅
で
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し
た
い
と
い
う

方
は
、ぜ
ひ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
を
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。チ
ケ
ッ
ト

は
、郵
送
又
は
コ
ン
ビ
ニ

で
発
券
で
き
ま
す
。（
座

席
指
定
不
可
・
要
手
数
料
）

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
…
【
窓
口
販
売
】プ
リ
モ
ホ
ー
ル

ゆ
と
ろ
ぎ
、Ｓ
＆
Ｄ
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
羽
村
、西

▲ゆとろぎ交流広場

▲�ゆとろぎオン
ラインチケット

外
部
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
が
新
し
く
設

置
さ
れ
ま
し
た

　

プ
リ
モ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
む
ら

（
図
書
館
）で
は
、令
和
5
年
1
月
か

ら
、新
た
に
羽
村
駅
と
小
作
駅
の
自

由
通
路
に
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

通
勤
・
通
学
・
お
で
か
け
の
つ

い
で
に
本
が
返
却
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
、

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
外
部
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
の
回
収
曜

日
は
左
記
の
と
お
り
で
す（
い
ず
れ

も
休
館
日
・
祝
日
を
除
く
）。回
収

の
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
、図
書
館
で

返
却
処
理
さ
れ
る
ま
で
に
、時
間
差

が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●�

羽
村
駅
・
西
多
摩
農
協
→
火
、木
、

土
曜
日

●��

小
作
駅
→
水
、金
、日
曜
日

●
東
児
童
館
→
火
、土
曜
日

●
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

　
→
火
～
金
曜
日
、日
曜
日

　
市
、学
校
、家
庭
、地
域
住
民
、そ
の
他
関
係
機
関
等
の
連
携
に
よ
り
、社
会
全
体
で

い
じ
め
の
問
題
を
克
服
す
る
た
め
、羽
村
市
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、市
公
式
サ
イ
ト
及
び
は
む
ら
の
教
育
7
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

展
示
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

　

図
書
館
で
は
定
期
的
に
図
書
の
展
示
を

行
っ
て
い
ま
す
。季
節
・
時
事
に
合
わ
せ

た
も
の
を
中
心
に
、テ
ー
マ
を
決
め
て
行

っ
て
い
ま
す
。

　
1
階
カ
ウ
ン
タ
ー
前
に
展
示
コ
ー
ナ
ー

が
あ
り
ま
す
。来
館
さ
れ
た
際
に
の
ぞ
い

て
み
て
く
だ
さ
い
。今
ま
で
読
ん
で
い
な

い
ジ
ャ
ン
ル
の
本
と
の
良
い
出
会
い
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
昨
年
度
の
展
示
】

◦
鉄
道
開
業
150
周
年
展
示

◦�

舞
台『
ラ
ブ
レ
タ
ー
』よ
り
、浅
田
次
郎

展
示（
ゆ
と
ろ
ぎ
事
業
の
関
連
展
示
）

◦�

色
々
な
も
の
ご
と
を
比
較
し
て
い
る
本

の
展
示

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
図
書
館　
☎
５
５
４-

２
２
８
０

プ
リ
モ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
む
ら（
図
書
館
）か
ら

多
摩
新
聞
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
、【
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
販
売
】ゆ
と
ろ
ぎ
オ
ン
ラ
イ
ン
チ

ケ
ッ
ト

主�

催
…（
公
社
）落
語
芸
術
協
会
、（
独
）日
本

芸
術
文
化
振
興
会

後
援
…
羽
村
市
教
育
委
員
会

〜
ゆ
と
ろ
ぎ
交
流
広
場
で
活
動
し
ま
せ
ん
か
～

　

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
練
習
や
成
果
発

表
を
行
う
場
と
し
て
、ゆ
と
ろ
ぎ
交
流
広
場

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。詳
し
く
は

ゆ
と
ろ
ぎ
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

利�

用
で
き
る
方
…
社
会
教
育
関
係
団
体
、サ

ー
ク
ル
、部
活
動
な
ど（
市
外
在
住
可
）

※�

た
だ
し
、「
施
設
を
損
傷
す
る
恐
れ
が
あ

る
」「
入
場
料
を
徴
収
す
る
」「
販
売
が
主

と
認
め
ら
れ
る
」「
政
治・宗
教
活
動
」「
火

器
そ
の
他
危
険
物
を
使
用
す
る
」「
観
覧

制
限
が
あ
る
」な
ど
に
該
当
す
る
場
合
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

利�

用
料
…
無
料

利�

用
時
間
…
ゆ
と
ろ
ぎ
開
館
日
の
午
前
９

時
～
午
後
５
時（
雨
天
時
利
用
不
可
）

申�

込
み
…
使
用
を

希
望
す
る
日
の

３
か
月
前
の
月

の
初
日
か
ら
、

使
用
を
希
望
す

る
日
の
７
日
前

ま
で
に
ゆ
と
ろ

ぎ
窓
口
へ

▲特別ゲスト
三笑亭夢太朗

▲三笑亭夢花



��

社
会
教
育
関
係
団
体
の
活
動
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す

◀�

被
表
彰
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
た
羽

村
第
二
中
学
校
の
石
塚
宇
海
さ
ん
。
水
泳

競
技
で
の
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

令
和
４
年
度
教
育
委
員
会
表
彰

　

羽
村
市
の
教
育
、
芸
術
、
文
化
、
技
芸
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
振
興
に
尽
力
し
、
そ
の
功

績
が
顕
著
な
個
人
又
は
団
体
に
対
し
て
、
教

育
委
員
会
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

■
表
彰
日　
令
和
５
年
３
月
９
日
㈭

■
会　
場　
プ
リ
モ
ホ
ー
ル
ゆ
と
ろ
ぎ

6はむらの教育　5.5.1

�

令
和
５
年
度

「
就
学
相
談
」の
ご
案
内

「就学相談」説明会を
開催します

【日　時】�令和5年５月１８日㈭
午前10時～　

【場　所】�羽村市役所３階
　　　　　301・302会議室

【内　容】「就学相談」について
　
【対象者】�就学相談の申込を検

討している保護者、
保育園・幼稚園等関
係者　等

　

心
身
に
障
害
又
は
発
達
に
心
配
が
あ
る
お
子
さ
ん
の
小
学

校
・
中
学
校
へ
の
就
学
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
就
学
相
談
で
は
、
お
子
さ
ん
が
自
ら
の
夢
に
向
か
っ
て
、

も
っ
て
い
る
能
力
を
十
分
に
生
か
し
な
が
ら
自
立
し
、
社
会

参
加
で
き
る
力
を
身
に
付
け
て
い
く
た
め
に
、
一
人
一
人
の

心
身
の
状
態
や
適
性
な
ど
に
応
じ
た
教
育
の
場
や
支
援
の
方

法
を
保
護
者
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。

対
　
象

　

羽
村
市
に
住
所
が
あ
り
、
次
に
該
当
す
る
心
身
に
障
害
又

は
発
達
に
心
配
が
あ
る
お
子
さ
ん

◦
令
和
６
年
４
月
に
小
学
校
１
年
生
に
な
る
お
子
さ
ん

◦
令
和
６
年
４
月
に
中
学
校
１
年
生
に
な
る
お
子
さ
ん

受
付
期
限

　
令
和
５
年
９
月
２９
日
㈮
ま
で

申
込
方
法

　
保
護
者
か
ら
電
話
申
込
（
内
線
３５９
）

　

平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
教
育
支
援
課

「
就
学
相
談
担
当
」
ま
で

　

市
で
は
、
学
習
・
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
な
ど
を
行
う
社
会
教
育
関
係
団
体
を
対
象
に
、

羽
村
市
社
会
教
育
関
係
団
体
補
助
金
交
付
規
則
に
基
づ
き
、

事
業
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
て
い

ま
す
。

◆
補
助
対
象
と
な
る
事
業
（
次
の
①
～
④
の
事
業
の
う
ち
、

2
事
業
ま
で
補
助
金
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

①�

団
体
の
日
常
的
な
活
動
（
定
期
練
習
、
各
種
大
会
や
発
表

会
へ
の
参
加
な
ど
）

②�

団
体
に
よ
る
一
般
市
民
を
対
象
と
す
る
事
業
（
市
民
対
象

の
講
座
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
）

③�

一
般
市
民
が
利
用
で
き
る
学
習
資
料
等
の
作
成
、
発
行

④�

社
会
奉
仕
・
社
会
参
加
と
い
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
、
広
く
市
民
生
活
の
向
上
に
寄
与
す
る
と
認
め
ら
れ
る

事
業
、
そ
の
他
社
会
教
育
の
振
興
に
役
立
つ
と
認
め
ら
れ

る
事
業

◆
申
請
書
類
の
配
布
場
所

〇
生
涯
学
習
推
進
課
（
プ
リ
モ
ホ
ー
ル
ゆ
と
ろ
ぎ
内
）

〇�
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
Ｓ
＆
Ｄ
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
羽
村
内
）

〇
生
涯
学
習
総
務
課
（
市
役
所
３
階
）

※�

申
請
書
類
の
電
子
デ
ー
タ
は
市
公
式
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

◆
申
請
書
の
提
出
期
限

令
和
５
年
５
月
31
日
㈬
午
後
５
時
ま
で
（
必
着
）

◆
申
請
書
の
提
出
先
・
問
合
せ

〇�

学
習
・
文
化
団
体
…
生
涯
学
習
推
進
課
（
プ
リ
モ
ホ
ー
ル

ゆ
と
ろ
ぎ
内
）
☎
５
７
０-

０
７
０
７

〇�

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
団
体
…
ス
ポ
ー
ツ
推
進

課
（
Ｓ
＆
Ｄ
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
羽
村
内
）
☎
５
５
５-

０
０
３
３

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

  

生
涯
学
習
総
務
課
総
務
係
（
内
線
354
）

▶ �被表彰者の功績につ
いてはこちらから確
認してください。

【
問
合
せ
】
教
育
支
援
課
特
別
支
援
教
育
係
（
内
線
359
）



教教  

育育  

随随  

想想

　
「
器
」と
は
、入
れ
物
の
こ
と
で
す
が
、本
稿
で
取
り
上
げ
る
の

は「
人
間
の
器
」で
す
。

　

人
間
の
器
と
は
、人
物
の
大
き
さ
、ス
ケ
ー
ル
を
指
し
ま
す
。

歳
を
重
ね
、経
験
を
積
む
に
つ
れ
、自
ら
の
器
を
広
げ
た
い
と
願

う
の
が
一
般
で
し
ょ
う
。し
か
し
、改
め
て
そ
の
た
め
に
必
要
な

こ
と
に
つ
い
て
問
わ
れ
る
と
、答
え
に
窮
し
て
し
ま
い
が
ち
で

す
。

　

私
は
、と
も
す
る
と
自
分
の
器
か
ら「
こ
ぼ
れ
が
ち
な
も
の
」

に
思
い
を
巡
ら
す
こ
と
で
、解
決
の
糸
口
を
探
り
ま
し
た
。

　
「
こ
ぼ
れ
が
ち
な
も
の
」。例
え
ば
、自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
よ
い
、

と
い
う
わ
が
ま
ま
な
心
。怒
り
や
あ
せ
り
、嫉
妬
な
ど
衝
動
的
な

感
情
。小
言
や
愚
痴
、人
の
う
わ
さ
話
や
中
傷
、等
々
で
す
。

　

こ
う
し
た
も
の
が
、自
分
の
器
か
ら
こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
、主
に
次
の
二
つ
の
こ
と
に
よ
っ
て
器
を
広
げ
る

べ
く
、不
断
の
努
力
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。一
つ
は
、自
分
中
心
の「
利
己
」か
ら
、相
手
の
利
益
や

幸
福
を
重
ん
じ
る「
利
他
」へ
の
転
換
。も
う
一
つ
は
、他
か
ら
の

指
示
や
命
令
に
よ
っ
て
行
動
す
る「
他
律
」か
ら
、自
分
で
決
め

た
き
ま
り
に
従
っ
て
物
事
を
行
う「
自
律
」へ
の
転
換
で
す
。

　

い
ず
れ
も
、「
言
う
は
易
し
、行
う
は
難
し
」で
す
。し
か
し
な

が
ら
、私
た
ち
が
よ
り
よ
く
生
き
る
上
で
、欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
事
項
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

儘
田
　
文
雄

教
育
長

人
間
の
器
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郷
土
博
物
館
の
敷
地
内
に
展
示
し
て
い
る
旧
下
田

家
住
宅
は
、今
か
ら
１
７
６
年
前
に
建
て
ら
れ
た
一

般
的
な
茅
葺
民
家
で
す
。建
物
の
改
造
も
少
な
く
、旧

来
の
生
活
様
式
を
現
代
に
伝
え
る
貴
重
な
文
化
財
と

し
て
移
築
復
原
さ
れ
、内
部
に
あ
っ
た
民
具
１
，２
１

０
点
と
共
に
、国
の
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、移
築
復
原
の
際
に
実
施
さ
れ
た
聞
き
取

り
調
査
の
成
果
か
ら
、４
月
と
５
月
に
羽
村
で
行
わ

れ
て
い
た
年
中
行
事
の
一
部
を
御
紹
介
し
ま
す
。

御
嶽
講

　

青
梅
の
武
蔵
御
嶽
神
社
を
信
仰
す
る
有
志
団
体

（
講
）の
中
か
ら
、く
じ
で
決
め
ら
れ
た
代
表
者
４
人

が
４
月
４
日
に
神
社
へ
参
拝
し
、も
ら
っ
て
き
た
お

札
を
講
の
各
家
に
配
っ
た
そ
う
で
す
。お
札
の
種
類

は
家
内
安
全
、盗
難
よ
け
、虫
よ
け（
畑
の
農
作
物
が

被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
）が
あ
り
ま
し
た
。

花
祭
と
虫
よ
け

　
４
月
８
日
は
花
祭（
お
釈
迦
様
の
誕
生
日
）の
日
で

す
。こ
の
日
に
お
寺
か
ら
も
ら
っ
て
き
た
甘
茶（
ア
ジ

サ
イ
の
仲
間
の
葉
を
加
工
し
た
飲
料
）で
墨
を
す
り
、

そ
の
墨
で
紙
に
お
ま
じ
な
い
を
書
い
た
そ
う
で
す
。

こ
の
紙
は
家
の
中
で
虫
が
出
や
す
い
台
所
へ
置
き
、

虫
よ
け
と
し
て
い
ま
し
た
。

郷
土
博
物
館
か
ら

も
っ
と
知
り
た
い
！
旧
下
田
家
住
宅
の
こ
と
①

【
問
合
せ
】
郷
土
博
物
館　
☎
５
５
８-

２
５
６
１

五
月
の
お
節
供

　

男
の
子
が
い
る
家
で
は
、庭
へ
こ
い
の
ぼ
り
を
あ

げ
、お
赤
飯
を
作
っ
て
床
の
間
へ
お
供
え
し
ま
し
た
。

他
に
も
、菖
蒲
の
葉
を
取
っ
て
き
て
屋
根
の
軒
先
に

さ
す
、風
呂
に
入
れ
る
、徳
利
に
お
酒
と
一
緒
に
入
れ

て
神
棚
に
お
供
え
を
す
る
と
い
っ
た
こ
と
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。５
月
５
日
と
６
日
は
仕
事
を
休
む
日
と

し
て
い
ま
し
た
が
、７
日
頃
か
ら
再
開
し
た
そ
う
で

す
。



　特定非営利活動法人羽村市体育協会及び羽村市文化協会は、市や教育委員会と協働して、
市のスポーツや文化を推進していくための団体です。

教育相談室
適応指導教室
ハーモニースクール・はむら

I N FORMAT ION 羽村市役所（代表）Tel 555-1111
プリモホールゆとろぎ 
プリモライブラリーはむら（図書館）

S＆Dスポーツアリーナ羽村
（スポーツセンター）
S＆Dスイミングプラザ羽村
（スイミングセンター）

特
定
非
営
利
活
動
法
人

特
定
非
営
利
活
動
法
人

羽
村
市
体
育
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
５
５
ー
１
６
９
８

　
体
育
協
会
は
、
昭
和
38
年
10
月
に
体
育
関
係

団
体
６
団
体
で
設
立
し
、
平
成
16
年
２
月
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
20
団
体
、
３
，
３
７
０
人
の
会
員

を
有
し
、
市
内
ス
ポ
ー
ツ
の
統
括
団
体
と
な
っ

て
い
ま
す
。

体
育
協
会
年
間
事
業
予
定

４
月
～
３
月　

�

第
54
回
羽
村
市
総
合
体
育
大
会

　
　
　
　
　
　
（
羽
村
市
委
託
事
業
）

５
月
20
日
㈯　

�

令
和
５
年
度
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
羽
村

市
体
育
協
会
通
常
総
会

９
月
２
日
㈯　

�

走
り
方
教
室

　
　
　
　
　
　
（
羽
村
市
委
託
事
業
）

10
月
８
日
㈰　

�

第
76
回
羽
村
市
市
民
体
育
祭

　
　
　
　
　
　
（
羽
村
市
委
託
事
業
）

２
月　
　
　
　

�

ス
ポ
ー
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成

　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
と
共
催
）

３
月
10
日
㈰　

�

第
42
回
羽
村
市
駅
伝
大
会

　
　
　
　
　
　
（
羽
村
市
委
託
事
業
）

羽
村
市
か
ら
の
委

託
事
業

・�

ス
ポ
ー
ツ
事
業

委
託

・�

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
業

務
委
託

羽
村
市
文
化
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
７
９
ー
２
７
７
２

日
時　
５
月
27
日
㈯　
午
後
１
時
～
１
時
40
分

会
場　

�

ゆ
と
ろ
ぎ
小
ホ
ー
ル　
入
場
無
料　
直
接
会
場
へ

会
場　

�

ゆ
と
ろ
ぎ
展
示
室

日
時　
６
月
４
日
㈰　
午
後
１
時
～
４
時

会
場　

�

ゆ
と
ろ
ぎ
大
ホ
ー
ル　
入
場
無
料　
直
接
会
場
へ

日
時　
９
月
９
日
㈯　
正
午
〜
午
後
０
時
45
分

会
場　
ゆ
と
ろ
ぎ
小
ホ
ー
ル　
入
場
無
料　
直
接
会
場
へ

■
第
54
回
羽
村
市
文
化
祭
説
明
会

●�

展
示　
10
月
11
日
㈬
～
10
月
29
日
㈰　
第
１
期
～
第
３
期

●�

ホ
ー
ル　
10
月
14
日
㈯
～
10
月
29
日
㈰
の
う
ち
土・日
曜
日

　
ゆ
と
ろ
ぎ
大・小
ホ
ー
ル
、交
流
ひ
ろ
ば

●�

特
別
企
画　
11
月
３
日（
金・祝
）

　
ゆ
と
ろ
ぎ
大
ホ
ー
ル　
ほ
か　
小
ホ
ー
ル
な
ど
公
演
予
定

　
市
内
で
活
動
し
て
い
る
文
化
協
会
加
盟
団
体
お
よ
び
個
人
会
員
に
よ
り
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
第
17
回
羽
村
市
美
術
・
工
芸
展

■
第
95
回
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト　
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
「
Ｌ‘

ａ
ｎ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
」

■
第
96
回
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト　
お
や
じ
バ
ン
ド「
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ  

Ｄ
Ｅ  

Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
」

日
時　
10
月
６
日
㈮
～
11
月
３
日（
金・祝
）　

会
場　

�

ゆ
と
ろ
ぎ
全
館

■
第
54
回
羽
村
市
文
化
祭

日
時　
５
月
27
日
㈯　
午
後
２
時
～
３
時
頃

会
場　

�

ゆ
と
ろ
ぎ
小
ホ
ー
ル

●
懇
親
会　
午
後
３
時
30
分
頃
～　
会
場　
ゆ
と
ろ
ぎ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

■
第
18
回
文
化
協
会
総
会

■
舞
踊
ま
つ
り

第
１
期　
立
体
の
部（
陶
芸・木
工
）　
５
月
16
日
㈫
～
５
月
21
日
㈰

第
２
期　
写
真
の
部　
５
月
23
日
㈫
～
５
月
28
日
㈰

第
３
期　

�

書
道・篆
刻
の
部　
５
月
30
日
㈫
～
６
月
４
日
㈰

第
４
期　

�

絵
画
の
部（
油
彩
画・水
彩
画
ほ
か
）　
６
月
６
日
㈫
～
６
月
11
日
㈰

第
５
期　

�

絵
画
の
部（
日
本
画・水
墨
画・油
彩
画
ほ
か
）�　
６
月
13
日
㈫
～
６
月
18
日
㈰

　
※
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分（
各
期
初
日
は
午
後
１
時
か
ら
、最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

日
時　

�

５
月
11
日
㈭
午
後
２
時
～　
　
会
場　
プ
リ
モ
ホ
ー
ル
ゆ
と
ろ
ぎ
小
ホ
ー
ル

　
羽
村
市
文
化
祭
に
参
加
す
る
予
定
の
団
体
、個
人
の
方
は
必
ず
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
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